
『 新書』の国立国会 書 本について 

 

氏  真士  閻 小妹 

 
 
  キーワード：朝  頭  訓と 訓 傍訓 
 

明の短編小説集『 新書』は、かつて日本でも愛読され、 本（chāo běn。写本、

本）もいくつか現存している。そのうち日本の国立国会 書 本は、 数の手

になる書き込みが められるなど、江戸時代における『 新書』の受 や読解につ

いて、その実 の一 を 映する好 の 料である。本 では、江戸時代の和 本に

も 録された全 17 話に って、書き込みの具体相を見てみたい。それに先立って、全

体的な特徴を 理しておこう。 
 

一、 字の書き込み 
 
 国会 本は本文半葉 10 行 20 字で、かつ第１葉 面から まる点は、明 本が９行

20 字で１ から まるのと なる。しかし各行 20 字に変わりは無いため、本文書写

時に書き らしがあっても、改行時に書写者が気付きやすい。 
一行に 19 字しか無く、その行の文字間に く小さな○を付け、 側に文字を傍

として書き込むのは、書写者によるものであろう。たとえば通算第６話「

青 」では「 ○ 者」「 ○皆答 」のように、（実際には小さな） が字間に

入され、それ れ傍 「 」、「店」が付されている（巻一９ 、10 ）。 
ちなみに同じ通算第６話でも「悪・ 之 ○」の場合は、「悪」の下には「・」が

入され、「 」と傍 が付され、行 に当たる一字分には（実際には小さな） が

まっている（10 ）。このような場合もある。 
 なお国会 本が、明 本から 書写されたか かは不明である。また後 するよ

うに傍 には、もっとあとの段階で付されたと められるものもあり、ここで べた

ものとそれらとは 別すべきである。 
 
 、 と  
 

ひととおり書写された本文は、別人が で しながら読み、また後 する「

」以外の頭 を、やはり基本的に で付したものと観察できる。これらは の書き

込みによって正される 向があるように、必ずしも正 とは言い難い。 
たとえば通算第６話「 青 」で、やはり 書だが「愛下得二 門店下一

146



一 上」と返り点を え、 に 訓「 ラハン ト 」が付されている例は（巻一９

）、「愛得 門店下、一 」という を正す意 であろう。また通算第 11 話「道

士船中 金」の本文「 生取 幾 足色（ ）金」は、（ ）に対して頭 「足色、

金 。」とある（巻一 16 。珍しく 書されている）。ところが、この 所は別に「

三幾 二足色 ニ ド ト金一。」と返り点や 訓がやはり 書で施されており、これらは

「足色」に対する頭 の解 を正す意 があるだろう。なお返り点や 訓等について

は後ほど改めて べる。 
伝統的な漢籍の素養が、読解の邪魔をしているふしもある。たとえば通算第 13 話

「 無常 人」の本文に「次日人 社 筶」とあり（巻一 20 ）、「筶」は

を う エのことだが、頭 は「筶 、 雑 」としている。「 」が「雑」だと

いうのは、たとえば『文選』李 に見えるが（ 本巻三 一 25 、江 「雑体詩

（顔 之）」）、そもそも「筶」を「 の り」かと う必要は無い。 
 いっぽう「 （ ）」で まる頭 は、 の頭 とは一線を画す。たとえば通算第

44 話「 道士 使」の本文「二人見 使者 、 夜 興」では、「 夜」に

対して「 、 夜、連夜 」とある（巻二 35 ）。また通算第 45 話「陳全 計

」の本文「陳全 得 、院子安排定。 、幾 我的命。」では、「 」

に対して「 、這 ニ意リ ン ア リ、 ハ シ 毛 必 ト ト

ルベシ、『金瓶梅』 毛 必 、陰門 。」とある（巻二 36 ）。つまり「 」

は、引 部の前段で陳全が足を滑らせた「 二片」と女性器との け言葉だと言い

たいのであろう。 
「 」による書き込みは 書されるが、 から見て相対的に遅い段階でなされ

たと考えられ、そこには中国の 話（俗語）に対する一定の理解も える。この「

」は、 者の朝 （1781 1849）を指す可能性があろう。 の は 、字は

五 と伝えられるが、「 」と「 」とは、 にちなんだ 語である。ちなみに

国会 本は全四巻が上中下３ に編まれているが（巻三・四が下 ）、各 の 頭（１

）に「 暴（ ）書」の 書 が されており、朝 の旧 書だったとわ

かる。 
 
  、 と り点 

 
通算第 23 話「 公子 賭」の本文「相公 」に対して、「 」に傍 「下」、

「 」に傍 「上」とある（巻一 39 ）。また通算第 31 話「公子 屋 」の本文

「 人人知」に対して、上の「人」に傍 「無」があり、 側に「 」が 記号と

して付される（巻二 15 ）。これらは 書されているが、書写時や 時のものだろ

うか。 
 これより先、たとえば通算第３話「明 」で、 

、 要買（ ）我、同 家去、 、我要往 、 出 我 、 合 意、

定 方好（ ）、回家 （ ）、不然、恐 。 
と本文が されているが（巻一５ ）、ほかに（ ）に「○ 」と傍 があり、この
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傍 は、 書による「我」の下での は りで、「買」で すべきことを す。ま

た（ ）に「○非 」と傍 があり、この傍 は、「好」での を正している。さら

に（ ）に る部分で「 二-定 一 方ニ好二
シ回レ

テ家ニ
一レ

ルニ 。」と前後に返り点や

送り を付すのも、 の 正であろう。そして は、いずれも 書されてい

る。 
 つまりこれらの 書による傍 等は、 書による最初の より後に新たになされ

たものであろう。ただし「二」で べたように、それが 書される場合もある。 書

との使い分けに意味は めにくい。 数の別人によることの 映であろう。 
 また返り点が正しいとは限らない。通算第 27 話「 」には、「 二

兄人 、未一能 別」と返り点が 書されるが（巻二５ ）、 未 に一点を付ける

のは明らかに間違いである。同じ話で「見二一 船載二人、 行李三 、上去 一得着、

」と し返り点等を 書するのも（巻二５ ）、一点は「去」に付けて文を終え、

「 得着 」は 立した可能 語 問文と解すべきである。 
 なお通算第 41 話「 船中引 」の「 （ ）世家子 。 面 （ ）、

後 （ ） 」において（巻二 27 ）、（ ）に送り 「チ」があり、（ ）に

訓「 リ 」があり（ は判読不能）、（ ）に「 レ後
ヒ 」と訓点が付される（「 」

に送り なし）。これらは目立って線が細いなど、 々しい書きぶりで の 書と

なる。別人による例外的な書き込みかと われる。  
 
 、 と  

 
たとえば通算第 11 話「道士船中 金」の本文に「一家生意、在 本、子送去 」

と した 所があるが（巻一 16 ）、これは「一家生意在 、 本子送去 」と点

を切るべきである。ところが「 本」に「シゴト」と 訓があり、 の りと を

一にする。いずれも 書される。 
いっぽう通算第６話「 青 」で、「 得沈 、 聞之」、 

と本文が されているが（巻一９ ）、「 」には 訓「タチマチ」のほか、傍

「 」が付され、「 」の下には小さな「○」も付される。そして頭 に「

字、 」と記される。この場合、 の通り「 」の二字に「タチマチ」と 訓が

書され、次に傍 が「得沈 」で一 であると、 書で 訓の りを正し、さら

に （朝 ？）が頭 を えた、と観察できよう。ここでの傍 は、見かけは

上 した 字の書き込みと同じだが、解 に踏み込んでおり、明らかに意味合いが

なる。 
 同じ通算第６話の後のほうで、本文が「 自 、皆死説不得 」と された

所は、「死」に「 」と傍 があり、「死」の下には小さな が 入される。また「死

説不」に対して、 訓が「 ント イハ 」とあるが、頭 は「 、皆死、 死

ルベシ 」と記す（巻一 10 ）。この場合は 書された や 訓の りを傍

が 書で正し、 （朝 ？）が頭 で説明を っていると言えよう。 
このあと本文に「事 。 レ之。 笑下 人之 深服中 之高手上 」と
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点や返り点が 書されるのも（巻一 10 ）、初め「 」や「 人之 」で した

書を、正したものと められる。 
ただし返り点を付しても、やはり通算第６話（10 ）で「 レ

トス失 之 」とあ

るように を正す意 は無さそうな場合もある。これは 書だが、難読と めて付

した 所であろう。 
また 訓が りとも限らない。通算第３話の後段に「 遠難追 罵一場」

とあり（巻一５ ）、「 罵」には 訓「バチアタリメガト 」と 訓「○ツブヤ

ト」が両論 記となっている。この例も 訓が 書、 訓が 書され、 訓は 訓を

正そうとしているように見えるが、 訓のほうが良かろう。 
以上のように、 数の手になるであろう書き込みの は しているが、総ずれ

ば新しいと められるものが、正 な読解に近づく 向があると見て良かろう。 
 
 以下タイトル前に付した番号は、国会 本や明 本において通算第何話かを す。

書き込みのうち頭 にはアルファベットを付し、 訓等のアラビア数字と 別する。 
本文は 記の目立つこの 本ではなく、この全 17 話を明 本と和 本によって校 し

た 子 『『 新書』訳 初編』（「『 新書』の基 的研究」プロ

ト、2015 年）に基づくことにする。また国会 本における本文の 同も、書き込みに

わる場合を いて今回は取り上げない。いっぽう和 本との を見るべく、その

訓や返り点等は 記に めたが、両者に積極的な は めがたい。なお和 本に

ついての記 は、『『 新書』訳 初編』の りを正した所がある。 
 
１．  

  （巻一１ 、一 剥 、明 本１ 、和 本 17 、第８話） 
  江西 陳 慶 者 常 往南京 前三山街 。時 一 合好

四 金。 一 好 穿色 然 立 不 舎去 問 ：「

幾 ？」慶 ：「四 。」 ：「我買 要 家作 。」慶問：「何住？」

：「居 武門。」 合 往 慶 後。 
  行 半 見一 下 放 坊 慶 ：「代 住 待我買 幾

少頃 同 。」慶 ：「 人想 買得成 。」 入 意 之

待 客以不識 之 （ ） ：「我 一相知者 何 ？」 客 ：「

好物 人 不可遠去。」 ：「我 在 更何 。」 過手

出門便逃去。 客見 在 心中安然。 
 （ ） 。本文は 。 

 
慶待 午 不見 意必 合 又 一 回店。 客 奔

前 （１）住慶 ：「 （２） 去 往。」慶 ：「何人 我 ？」 客 ：

「適間（３） 同 者。 何 推 定要問 取。」慶 ：「那（ ）人不知何方

問我買 我同 家 之同 。 說在 店買 （５） 少頃 我同去

我待 不見 自（６） 回店。 何得 纏我 ？」 客 ：「 不 何叫
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？我 見 在 以 。 何通同 （７） 我 去？」二人 不

在（８） 天 理論。 
（１）ヒキ（ 訓）。和 本ヒキトドメ（ 住）。（２）ツレヒト。（３）タダイマ（

訓）。和 本タダイマ。（ ） 。和 本ア 。 （５）説二在 去一。（６）ワガ。

和 本 訓ワガ。（７）イイアハ テ。和 本 ロミ。 
  
  客以前情 。慶 ：「慶籍江西 生 常在三山街 春店 何常作

。 （１）一人 問我買 必要 家 以同行。彼中 下 在 店

逃去 我 不知 （２）説我 之 ？」 ：「不必言 （３）店家 問 見明

。」 店家 ：「慶常 安 （ ） 家 本分人 。」 客 ：「

人 何代那（５） ？ 我明 見 。」慶 ：「叫（６）我 多
（７） 買 之同 ？」 ：「那人去 去 ？」 客 ：「未

去。」 ：「 真 。 買 以陳慶 質 以 人之

之 道 。 自 何可 慶。」各 出 供（８）。 
（１）フシアハ ニ。（２）送り ：ン 。和 本イカン （ 訓）、ド シテ。

（３）メシ。和 本トラへ。 メシは し。 曲表現か。（ ）トマル。和 本トマル

（ 訓）。（５）カ （ 訓）。（６） ブ。和 本シ ルハ（ 訓）。 叫は使役。和

本が良い。（７）マサニ。和 本マサニ（ 訓）。（８） ン 。和 本 チガキ。

ン は 、取り調べ。 チガキは口書、供 書。和 本のほうが 語的。 
 
  作 多 。言買 非買 作 之 先以色服章身

人信 真 。 立相 人信 真作家（１）。 入 言

人信 真 言 以一 慶 客 皆以 （ ）人 。

非 明察 道 行人得 不幾 人之 。 然 慶未 跡
（２） 客 。小人之計 君子之 多 不能
（ ）我 。 

 （ ） 。 、 、下同。本文は 。（ ） 。本文は 。 
 （１）マ トニ カフ ト。和 本マ トニカ シャ（ 者）。（２）未レド

レ レ
ズルニ

二跡 一（レド は 傍にあり）。和 本は未ズ
ダ

レ
ラ

レ
ズルニ

二跡 ロ

ヤ
ニ

一（ズは 傍にあり）。なお は本来、 屋そのものではなく の のこ

と。 
 
２．先  

  （巻一３ 、一 剥 、明 本 、和 本 15 、第７話） 
  通州 者。同一子 江 、 建 。 入手。回 半 、 一人。

勝。自 同 。 語相同。 在 建 。勝 家（１）。 中、

親 。見 本更多、 以 拾 両、 箱 。一 小心代 、 同 。 
（１）アキ ヒ レ 。和 本ミ 。 
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  後 日 、勝見 生 。一夜、 （ ） 病、連起開門出去 次。不知

客（１） 。見 開門 返、 彼 。 歴不明。彼 （ ）拾 両 我箱

、今夜 （２）意。 出、 起来、 勝 落 物、 別 、

置在 身 、 以 、 片 石、放在原箱 、 作 。勝察 父子都 去、

箱、 夜（３） 。 在床 勝動 、出門不 。 ：「 果 。非我、

逃 。」 
（ ） 、 。本文は 。（ ）傍 ：二。本文は「 」字を欠く。 
（１）アキ ヒニ レタリ。和 本タビ レタル 。（２）カスメトル。和 本

アシキ ロ。 和 本が勝る。（３） カ。和 本 フケテ。 
 
  次日、 起、 勝 本、将店主 （１）、説：「 通同（２）、 我 去。」

子 知父之 、 不 。父 ：「 事我 。」方止。早飯後、 ：

「我 。 得那（３） 、 来作 。不然、定要問 取 。」 知勝 中 、

小 （ ） 。 
  勝自幸 得 、 然行、 午、 。開 箱 、 石 。 足大

恨。復回原店。 店主 一 。大罵 ：「這 、 人 、 我 。」 、

要送 。 得 出真情、叩頭 。時勝 、 隔半日 。追之不及。 自 恨

。 
（１）カカリアヒトシ。和 本ネ スへ チ（ 訓）。 和 本が勝る。（２）イヒ

アハ テ。和 本 レアヒ。（３）カ （ 訓）。和 本カ （ 訓）。（ ）チ チ

ニ。和 本 シ（ 訓）、ハシリ（ 訓）。 チ チ は、徐々にの意か。 は和

本 訓 シ の意味もあるが、文 からみて和 本 訓のハシリが良かろう。 
 
  ： 勝非 客、 。先 、 、 不 。後以 開門、

、 連彼 、共 逃。彼之 計、 。 取 。 中一

。 知 客、見出 上（１）。察 動 、 照 肝胆。 機 機、 計就計。勝

入 中 不自知 。 
  夫勝 人之 、 自 。 家光 、又不 年江 （２） 。待後回店、

（３）、 以 。 自 戚。又誰 。天理 、 足 。  
（１）出二 上 一

ニ
ダイベン。和 本 上 シアン ダシ。 大弁（おほともひ、

の弁 の長）転じて上手の意か。和 本の解 が勝るであろう。（２）タビ レタル

。和 本 レタタビビト。（３） ビサ テ。和 本ネ ビ。 ネ ビは じ

首、首をねじって殺すこと。殺してはいないが、和 本の解 が勝るであろう。 
 
３．  

  （巻一 、一 剥 、明 本５ 、和 本 20 、第９話） 
  建建陽人 者 常以 （１） 生。一日 小 四 往崇安、大安去

行 安 上 一 問 買 。 意 山 無人往 人家又遠 何 人在

上買 之 問 何住。 ：「 前 安 （ ） 。」 ：「 要買（２） 我同
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家去。」 ：「我要往 （３）出 我 合 意 （ ）定 方好（５）回家
（６） 不然 恐 （７）。」 言之近理 然之 一 。 

 （ ） は「不」の下に「平」。頭 ：「不平」 卒 。 
 （１） ケ リ。和 本ニ ヒ リ。（２）傍 ：○ 。（３）ヒキ。（ ） 点あり。

（５）傍 ：○非 。（６） 二定 一 方ニ好二
シ回レ

テ家ニ
一レ

ルニ 。和 本： 二
シテ

定 一 方ニ好
シ、回レ

テ家ニ
一レ

ン 。（７） 家マ キテ シカハ トキハ（ ）

ダアシニ ラフ。和 本：恐くは （ミチ リ）を （サマタ ）ん  
 

過手 住 放地上細 放手 便 作 恐状 ：「差 差

。」 。不知 之正 之 （１）。 見 遠 心奔前追 知 。 
（１）不知 ルハ之ニ正 ル之 。和 本：不知 レ之正ニ

レ
ル之 。 

 
見 離 二三 歩 一 在手 又 倒二 逃出。大

：「多 （１） （２）。」 三 出 逃 恐 失彼

遠難追 罵（３）一場 幸得三 成 拾（ ）入 抱恨 去。 
 （ ） 拾 （本文は ）。 
 （１）カタ ケ フゴ ル。和 本カタ ケ ヒ。（２） ロ ロタ ネラレイ。和

本： に（ ル ル） よ。（３）バチアタリメガト 。 訓：○ツブヤ ト。

和 本 シル。 
 
  之 一 相 之頃 念 生 以 言相 （１） 深信 所

君子可 以 方者 。 放 以 遠 之 前 （２） 以制

不 之 後 使人明 不自知。 卒 何 。 者 暗機
（３） （ ） 明 （５） 。 

（１）タラシ。和 本ダマス。（２） 訓：ツ ニ。和 本ツ ハ。（３）タ ミ

アルカタリ。和 本 イシン ワルダ ミ。（ ） レ 二暗機 、 一レ 二 一。

和 本： レ 下暗機 、 上レ 二 一。（５）メ マ ツタ リ（目の前の押

っ手繰り）。和 本シラ ダマス、シラは明かなこと。 
 
６．  

（巻一９ 、一 剥 、明 本 10 、和 本 13 、第６話） 
  一大 、 極多、交 雑、 自 一人 店。 店之 門人、養一 。鳴

、開 者悪 耳。 ：「 悪物、何無 之者、 我耳頭、得沈 （ ）（１）。」 
（ ） 、 字、 。 

 （１）タチマチ。和 本フト（次の「 」に対して）。傍 ： 。「 」の下に○あ

り。 
 
  聞之、一日（ ）乗 店中 、 入店 手、以手 頭一 青 、 言 ：

「不敢相 （１）。我 一小 。愛得 門店下一 （２）。 大街面難下手。我 一
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小 、 要一 人 成。」店主 ：「 何 成。」小 ：「我在這 、問 、可 去

。 在 、高 、可。又再問 、我真 去。 再 、説定 、任 去。我

便去 、方 得 人耳目。 成、後日 家不 門、 無 入 。 在 去、

得 視。視 不霊。 、我事方畢。 可出来。」店主然之。 
 （ ） 、日 。本文は 。 
 （１）ニラマル。和 本ダマサズ。（２）愛下得二 門店下一 一 上。 の 訓

ラハン ト 。和 本 ラフ（ に対して）。 
 
  小 高 問 ：「我 去 。」 高 ：「 去。」又再高 問 ：「我真

去。」 又高 ：「説定 。任 去。」両傍店人、皆聞 問答之語。小

上一 青 去。人以 借去 。 店主在 、 得 、不敢出来。 
  （１） 者、 行之 。 （２）之多時、 不 。 店主、恐店 無人

守、 得外出、 在、自 頭、 失一 青 。 問両傍店 ：「適 （３）誰上我

店、 我一 去。」 （ ）店皆答 ：「 那 （５）問 買的（６）。 再三 、叫

管（７） 去。今 去 。」店主 心自 ：「我明 人 。 自 皆死（ ）

（８）。説（９）不得 。」事 之。 笑 人之 、 深服 之高手（10） 。 
 （ ） 、皆死、 死 ルベシ。 、 （ の「 」は「巾」）。 「

」（ の「 」は「巾」）は後出。 
（１）傍 ： 。「 」の下に「○」、本文に 字 シ。（２）イ バ （本文は何）、

和 本 カガフ ト。（３）チットイマ。和 本イマガタ。（ ）傍 ：店。「 」の下

に「○」、本文に店字 シ。（５）ダレカ。和 本カ 。（６）ヒト。和 本 。

（７）マカ テ。和 本ヒタスラ。（８）傍 ： 。「 」の下に「○」。（９） ント

イハ 。和 本テマ シタ ト レバ。（10）「事 、 レ之。 笑下 人之 、

深服中 之高手上 」。和 本の返り点は「事 之、 笑二 人之 一、

深服二 之高手一 」。 
 
  ：君子 民愛物、 之先施者、 。物之愛者、 居 一。何 人

養 、悪（１） 之 、必 之者、以殺之。愛物之 何 。 失（２） 之 、

成 以 之。 心安在。 以 使 聞 言、乗機 行 、 成 。

。 去人之 、 自失 、 自 。 誰 。 能 以 、 量足以

物、何 失 。 
（１）傍 ： 。「悪」の下に「・」（本文は 字 シ）。（２） レ

トス失。和 本の

返り点は レ失二 之 一。 
 
．  

（巻一 12 、一 剥 、明 本巻一 14 、和 本第 10 話、21 ） 
  建 、 者、皆以一椅一 、列 街上、置 、以待人 。午 家

食飯、晩 起 、以 近人家。明日復然。 
  一人。 、 （１）積 五 。 一角。傍 一 、
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多 、心生一計。待 人起身食午、 （２）一木 、以手巾 腰、 一 傍、

手 （３）。将 、横量（ ） 量一次、高 自説自 ：「這様 東西（５）、

一新的来 。 叫我修 。 （６） 得。真 的人。」自説 一場、一手 、

将 、 （７）側 （８）、作一 、将 、 在無人 、以 開、取 逃。 
 （１）タイテイ。和 本 訓 。（２）フリ シテ。和 本イ タチ。（３）カ

ネ 。和 本ケンサ 。（ ）カネ サシ。和 本タテ シャ トリ。（５）ド

カ イワレ 。和 本カヤ ヤブレタル 。（６）ドフシテ（７） ロ ロ。

和 本シ シ 。（８）カタワキ 。 
 
  時傍人都道（１）、 的（２）、叫木 去 。那料大 人群中、 敢 。

及午後、 者 。問傍人 ：「我 那 去（３）。」 合答 ：「 叫木 去 。

説、 、何不再 新的、 物。彼 去 。」 者 ：「我 未叫

来。 光 去。」急 問、見空 、 。 無一文。 恨 。 
 （１） 訓イフ。和 本 訓 リ。（２） ニ リ。和 本リャ ガ スル（ヒ

ト）。（３）ド イッタ。和 本ド イ ッ タ。 
 
  ： 。大 大動、大 大言、人那知 。 （ ）人 物、

在作場（１） 。何 。 、便非 （２）。 人物件、 人 。

何人 盤詰（３）。 所以得行 。然 以推 、 来歴不明、 情 者、

察 。 
 （ ） 、 。本文は 。 
 （１）サイ バ。和 本サイ バ。（２）傍 ： 。 の下と行 に小さな○あり。

（３）キキダイ イダ サン。和 本 ンミ。 
 
11．  

（巻一 16 、三 、明 本巻一 18 、和 本９オ、第 話） 
  生在南 期 好金 以 遠敬（１）。同 生

之 ：「京城 金者 以 鏪 去。金非急 何必在 。」 ：「京城

方 好金。 能 我者 服 好手段（２）。」 日 金 皆照（３）金色

交 都 好金。 
（１）ミヤ 。和 本ミヤ 。（２） レ カタッタ ラマ ト上手トカンシン

ン。和 本 キテ ミにアヤマロフ。（３） ンミ。和 本ミアハ 、 訓テラシテ。 
 
  後 一後生 以金 二 。 生取 幾 足色（ ）金（１） 問 （２）。

後生 ：「 鄉 命 的 要作五 。」 （３） 。 （ ） 金可 五

公道 （ ）。 ：「果好 可 金 明 起（５） 過（６） 手。然後

之。」 
 （ ）足色、 金 。 書されている。（ ） 、 。 

（１） 三幾 二足色 ニ ド ト金一。和 本「足色」 ライ 。品位 キ。（２）
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ニ ドニカ ルト。本文「 」は「 」。和 本カ ルカズ。（３）ワタシテ。和

本ワタシテ。（ ） カミネダン ヤスイ。和 本ス バ。（５）メ マ カ

トルベシ。和 本カケアハ トリ キテ。カケはぶらさげてはかること。（６）ワタ

ス。 
 

言 先 入（１） 金 然後 （２）。後生不得 得 。見 父

生 不能再 出。父 足 ：「一家生意在 本（３）子送去 何以

生。 去 （ ） 生何時 。」回報 定船（５） 日 期 （６） 。 探 的（７）。 
 （１） チラ トリテ。和 本トリイレ。（２） チラ ン ワタ リ。和 本「 」

ワタス。（３）シゴト。和 本「 二
テ本子一 」、「 」 訓 、「本子」 訓 ト 。（ ）

送り 「 」。和 本「 二
ト ト 生何 時ニ

一
ル 」。（５）回報シテ

サメ、定

船。「定」の前の点は、 れているようにも見える。和 本「回り報（ ン ）す、

に船を 定（ トメ）し」。（６）送り 「ト」。（７） キキアハス。和 本

「 探（キキダシテ） に的（タシカ）せり」。 
 
  期 生 船 定。 一道士 船。 工 之在船中

共談 。道士言 談及京中 民事 一一練 。 生及同船 人 談。 
日後 近晩間 道士 及（１） 玉 之 人 談一番。又說 金上去（２）

道 更 得真。 生 自 彼在京 一 足色金 又便 （３）。 人中 色

者 生 取出 人 皆 好金。 時天色 晩 復付 生。

入箱際 道士 ：「願借 。」 過一 ：「果好真金。」 手 付 。又

道及別新話上去。 生 入金 晩飯 各 。次日道士以船 （ ） 工

人別 去。 
（１）イイダシテ。和 本イイカケル。（２）ハ ス。（３）カッ 。 好、ちょ

うどよい。和 本カッテニ ル。勝手は便 の意。（ ） 訓ハラヒ。 
 
  及 生 以金分 。 日後 叫 人 。先以小 金 皆 金

好。 ：「更 一 二 的 更好。」 ：「大 金 京中光 多以 鏪 人。」

：「取 何 能 我 。」 過手笑 ：「正 鏪 。」 之 急取

回 ：「果 。我 相公 定 上好金 又同船 人 皆 好金 何都 過（１）。」

省（２） ：「 （３） 。最後 一道士 付 時天色近晩 我未及再 視

箱中 時 去 。 道士何得一 鏪 相 又早 在手 得 。

想京中 金後生 之子。彼 時未能 船（ ） 。」 
 （１）ミトガメ。和 本ダマサレタ 。（２） カンガ テ。和 本フトキガツイ

テ。（３） 訓：アア。和 本アア。（ ） リアヒテ。和 本 リアヒ。 
 
  ： 之 生金 人 真高手 ：「不然。設 生 不

機 安能得 金 之 何以 。 在 生

自 。 ！」 
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12． 書報  

  （巻一 18 、四 、明 本巻一 20 、和 本 23 オ、第 11 話） 
  子年、 建 科、上 所中 士、多 沈 師所取在首列者。人皆服沈 師 得

人。 二月初間、 人都上京 。省城一 、 本 一 書 、各 沈道一書、

小 書、 、分 新春元家（１）。毎 一家、 、「沈 書、 差小人

。口 付説、 家相公、明年必 大 （２）。 得 夢、特 先来報知。 。

更 相公家、 相近。恐 知 使来、 薄彼。 問安書在。

特 （３）耳。非 彼（ ）来 。」及 家、所言 復 。 （５） 、 者

都 （６） 。 
 （１）ニイ年ガ ン ンミニ ル人 。和 本ハル キ ダイ（の家）。（２）メ

シ カレ。和 本オ ヒ ルカチ。（３） サンイタシタ、和 本ツイ ニ。（ ）

メ ト 。（５） メ ト 。（６）シ ャ サン。 
 
  及開書 、 字 精 、書 。皆 、彼得 夢。 在 。 得大 （１）。

借 、 地取義。各 一夢語 、以報 先 之意。 
（１）ダイ一バン。和 本キ ダイ ズイイチ。 

 
  見 人 紹祖之書 、「 省多 、 天下。 京 、不多 。特

巻、無 最者。以深沈 之養、発以 之鋒、 春大 南 （１）、不 決

。子月（２）念二日夜将半、夢一飛 、手 紅春花、行紅日之中。止 金字大 二字。

分明。 之。日者建陽 。 者君 。春花者君治春 。紅 彩色之象。

大 金字、 明 。以君之 、 我之夢、 際明時、 天下、 明徴。 得

大 出 門、喜不能 。 （３）人 報。幸 之 。」 
（１）礼部。（２） 一月。和 本シ ツキ。（３）スミヤカニ。和 本ワ ワ 。

は専に通じ、 人は 事のため特に派遣された人。 
 
  人之家、 之大喜、 使 三 。 。復 二 、「明年 大 、再

。」 
  及 所 之書、大 都 夢、都 意。人 之者、皆三五金以上。 次年、都

南 （１） 。 春元 時、各 沈道之書 夢之事。各 大笑 、「真 好一場春

夢 。」 
 （１）メシ カレズシテ。和 本ツバサを イ 。 
 
  真出 。以 人、人誰不 之。算 所得、不止 金以上。 之、

以助一笑。 
 
  ： 新 人。 不痛。 幾 、 博得 家人 中 喜四 月。

不再来。 再 之、人 之 。 中、最 者。 
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13． 人 

（巻一 20 、四 、明 本巻一 22 、和 本 11 、第５話） 
  長 地方 人 過 一大市鎮 。 一日者 推命人 間 推算 精

人死生 最 以 之 幼男女 多以命 算。 三年內 病者

死者 各問 暗 記之（１） 以 後 。 （ ）往 市 命 夜 。 
 （ ）書、 。本文は書。 
 （１） レ レ ヒトトイフ。和 本チャ ニツケル。 
 
  一 方道士 半 黄 敬 日者 ：「聞先生推命極 敢

地 幼 本年命運 死者 病者 以 八字授我 我願以 方 方
（１）幾 。」日者 ：「 不知命 要 何 （２）？」道士 ：「我自 別 。」日

者 以推過之命 本年 病者 死者 録付之。 
 （１） ロミタヤ ハ 。和 本「経験」タメシタル。 
 （２） ニ ニ サル。和 本 ン ニタツ。 
 
  道士後 食 家 毎 人 自 生無常 陰 差 同 使（１）

方 人 （２）人等 限 一 。 人代之 人多未信。又私 （３）一 文

陰 二大字 中間計開 日者所授之 幼 命 死者 上半行 又向本 問本

地 家男女及人家 愛之子 後上 夜間 在社 前 黄 下 無人

化。 上半 人 存之。次日人 社 筶（ ） 見 上 黄 字 半

未 者 取視之 都 人 後 陰 字 大 之 持以 聞 。 
 （ ）筶 、 雑 。和 本ミ 。 
 （１）同二 使一。（２）傍 ： 。本文は 。（３）傍 ： 。本文は「 」の下

に小さな○あり。 
 
  不一月間 果死 人。 相 前 道士 生無常 陰 黄

彼必知之。 中 者皆 問 無 者恐下 往問之。道士半 半 （１）

同 使 的。 死者 問陰 可計 。道士 ：「陰 陽間 門 同

者計 （２） 必要再 者 可 二三年 何不可 。」

家男女 多以 道士 以 金 （３） 計 （ ）得 金去。 後

中 者多不死。 以 得道士計 之力 不惑 。 
 （１）ハキバキトイハ （cf.はかばかし）。和 本 ミ キラズハキ キラズ。（２）

イ チ ヒキアテトシテ。引き当て、 当。和 本 ロン 。（３）エンマワ

マイ イ。（ ）ア キ、和 本ダマシテ。 
 
  ：陰 人 何 （１） 何必 何 留 字

以 ？ 必無之理 。 無常一節 惑世 民 。人之信 者 可

以 。 
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 （１）カキツケ。和 本カミフダ。 
 
14． （１）  

（巻一 21 、四 、明 本巻一 24 、和 本 25 オ、第 12 話） 
  城西 上 建 一 二 。常 （２） 一 分。 少行客、 減下一

四分。 一 二分 。 先 入手、便五 一放（３）。 小 、又放下不 。

大 両分、歩 一分。 往 客旅、無不 （ ）者。 
（１）ハ カシ 。本文「 」（ぜん、ruǎn）、明 本「 」、和 本「要」。 通算

第 23 話 照。（２）傍 ： 。本文は 。（３）（マ）カゴ タテル。和 本 ロス。

（ ） テ。和 本テニイレラレ。 
 
  考期、 士子 家、 便 二 四分。 （１）少者二 。不先 （２）、

不 。 手、不 上（３）二 、便 上 夫去、 好 減（ ）、 以一分、

一 人 之。 下手（５） 者、 （６）五 一放。動（７） ：「我未得時 。」

士子不得 、又 之。 士人往 少、都無 校。 
（１）「 」全体に「 」を付ける。（２）ネダン サダメ。和 本「（ を）カケ」。 

（３） ト。（ ） ラシテ。和 本へ リトル。（５） ア 。 小 、 か

きの一 。和 本 タ 。（６） レ 。（７）送り ：スレバ。 
 
  一 （１）。不時往 。 夫 （２）。一日復要上 。先 條 、題

四 詩、以方 之、再 柄 、以 之、 様。次日自 上

。 夫 之。 ：「 一 急事（３）回家。身無現 。 能送我 家者、

二 。又 今晩明早 飯。 要現 及 （ ）、 不能 。」 二 夫願 。

以 段 、 （５） 、 ：「 安 之、 。」 又 ：「我

回 街、要 一急信 人（６）。 等 那（７） 、 忘 。」未半午後、 回 。

：「 在 等（８）。我去 信便 。」 身、従小 帰家。 
（１） 。和 本ヒキャ 。（２） 二 夫 ルシメ 一、和 本カゴカキに ガリ

せらる。返り点同じ。 ガリはゆすりたかりの 。（３）キ 。和 本ダイ

ヤ 。（ ） ア チン。和 本カへ 。（５） リ。和 本カラ ツケル。（６）

イ タ リ タ マルル、和 本キ ヤ を人に与へんと要 す 。（７） 訓

。和 本カシ 。（８）シバラ マテ。和 本「 く等て」。 
 
  一飯（１） 不来。両 夫 ：「 話不 。 在 。我 奔回。何

等（２） 。」二人 行、近晩 家。一 （３）：「各 一 去。」一 ：「 好 、

相 （ ）。」両人 開 。 柄、 。又各 （５）一方 。 書

信。開之見 。題大字 ：「 夫常 人。今 我 。 非 柄、 失（６） 。」

二人在家大罵 ：「光 、精（ ）光 （７）。」 家 夫聞之、入問何 各罵光 。二

夫 。 夫大笑 出。将 柄半 半 、 排柵 、以 詩 傍。

見者 詩（ ）、又 柄、無不大咲 ：「 。 二 夫、 不合起
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心（８）。早 柄、 敢 言罵人。 果 、 恐人（ ）知。那（９）相公（10）、

能 取 。 不 。何罵相公 。」 
（ ）精。本文も精。ただしどちらも「月」を「日」と書く。（ ） 言 之 、同

詩。本文は 言 之 。（ ）不。本文は人。 
（１）シバ ラ マテド 。和 本メシ ド。（２）マタン。和 本「等つ

ことを」。（３）カ ルト ママ。本文は回。（ ）ドチラ イ、タン ガアル

ラバヒトツニシテヤマワケニシヤ 、和 本もし シアシあらば、すべからくツリ

ルべし。（５）傍 ： 。本文は「 」が無く、「各」の下に小○。（６）アブ

トシカ。和 本スン ニ 失はん。（７） カタリ。和 本オ カタリメ。（８）

不レ合起二 ワルヒ ロ心一。和 本アルマ キにワルキ ロを起す。（９） 訓 。

和 本「那ん 」。（10）ダン 、和 本同。 
 
  後三日、 回。見 詩 在排柵、 問居傍人（１） ：「前日、人 我両 、

夫 。 （２） 聞得 。」人知 夫 ：「 。那 夫

不敢出 。」 大笑 去。 
（１）問二居レ傍人一。和 本同。（２）ト ガラ。和 本ら。 

 
  ： 者非 。 夫 耳。不然、何 再回 問、 夫不敢

出 。 借 、 。然 遠出、 夫 夫（１）、 店主同 。彼

知役夫根 （２）、 無 逃失落之 。 
（１）ニン ヤトフ。和 本 ア をやとはば。（２）ミ ト、和 本 リタ

チ。 
 
23．  

（巻一 38 、七 引賭 、明 本巻一 43 、和 本 27 、第 13 話） 
  金之子 好賭無 多 賭 合 。 家後 拾 止得三

。 一僕 復往 中賭。 復合本（１） 賭。時 家 賭 得

高（２） 未能勝 不 所勝。相持半月 無好子 （３） 無 家（ ）

可 （ ） （５） 去 更無大賭場可快意者 往 （６）李細 家。 
 （ ） 、 。本文は 。 
 （１） リアッテ。和 本「本を合せ」。（２） ャ ズ。和 本同。（３）カネ チ

ド 。和 本 イ ス 。（ ）バ チニ レ 、和 本ミ 。（５）

（６） ラ 、和 本 ヤマ。 
 
  二三賭 聞 入 家 （１）計 ：「 之 可 奪

金 」。次日 出外 賭 入 細 ：「 好賭 不好 彼無 物

今 我 行先送 二 人事（２） 後賭得的 毎一 復 二 （３）。」

細 。 
 （１）傍 ： 。本文は 。（２）ツカヒ 。和 本イン ツ。（３）三ブ一 ヤ
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ラフ、和 本サンブ ハマ 。本文は「三 」、和 本も同じ。 明 本は「三」の

第一画がほとんど られているようにも見える。後の描写に、 両の けに対し 頭

は 余両とあり、「三」では多すぎる。 
 
  午設 方 入席飲 杯 二家人 送 物 皆上好物件

二 金 ：「公子命送 薄 少頃便 。」細（１） 一 過 起 以茶

待二家人 外 復 席 喜 作 （２）之意。 ：「 何人送

何 ？」 
 （１）傍 ： 。「細」の下に小さな○があり、「 」の字は無い。（２）フサ 。和

本シンキ 。 
 

細（ ） ：「不問正難開口 黄公子送的 年在 賭 去 我

得 。今日 望相公 我 （１） 出去迎 後日多 相公幾日以 。」

：「 公子 我便出外 。」細 喜 ：「相公 （２） 二天（ ）

。」 起 細 住 ：「少 不 更 一件 人極活 （３） 無 （ ）。

少間 機 起（５） 相見 在 同話 我 客 得借 高 （６） 我 。」

本 避席 聞公子 在 賭 心中早 喜 分 使一僕 （７） 在 叫細

出外迎客。 
（ ）下 、細 。本文は 。（ ）夫、天 。本文は夫。 
（１） トメ。和 本 ニト 。（２）「 」傍 「下」、「 」傍 「上」。本文は

「 」。（３）キガヒロ 。和 本サバケ 。（ ） ツカシイ ト。和 本 ダテ

（５） シキ ミヤ ビイダス。和 本ヤ ス ミテイヒダシせん。（６）借二

高 一。和 本同。（７）ヒトバ トリテヤラ 。本文の「僕」は 。和 本 バ キ

二。 
 
  公子 細 茶 寒 。公子 起 入 細 慌 止 ：

「適 一外親遠 在 留一水飯（１） 恐無 可避 。」公子笑 ：「 便 （２）

何 外親 。 情人 我生平不 便 相見何 。」 遣二僕入

未出 又 細 ：「 去 之。」細 入 出。公子 （３） 一表（ ）非俗

笑 ：「細 人 果 好 子。」 降前 。 
 （１） ケ ハスル。（２）ミド トシ レバ ヒガ ヒ（身共年 れば 非が

無い）。和 本タイ ンハ便ち れ。（３）ミテ。和 本キットミ。（ ）スガタ、和

本ヒトキハ。 
 
  院 （１） 公子 上 前（２） 細 。席間談笑 不及賭中去。

晩 行 （３） 公子 （ ） ：「 恐 人未 好色（５）。」細 ：「公子 一

之 呼 （６）之興 小 未足 好色耳。」公子 ：「 作

家（７） ？ 賭 明早（８）一東道（９）何 ？」 ：「東道 小 何 賭 。」

公子 ：「空食（10）未 （ ） （11）得 。」先取 之 無色（12） 一 勝。
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公子 再 一台 又 性（13）一起 ：「 手 ？ 再決 。」

：「不敢 高耳（14） 願 下。」賭起 勝 。 一更（15） 公子 上 金

細 頭（16） 子 起（17） ：「今日 （18） 夜 深

去 明日 時 席中再翻（19） （20）我 頭。」 
 （ ）住、 。本文は住。 
 （１）サケサカ 。（２） 二公子 上 前一。和 本： 公子 上 前。（３）

サイ フリテサケ 。（ ） 訓ハ テ。 通算第 14 話「 以 柄要 夫」のタ

イトルで「要」を「 」と書いている。和 本タハ レテ。（５） イメ。和 本 イ

目。（６）サイ ツカフ。（７）バ チ チダ、和 本 レシャ。（８）アス、和

本アス アサ 。（９）マカ ヒ スル、和 本テイシ カタ 。（10）タダ テ、

和 本 ダニ ラフハ。（11）カチ。和 本カッテカラガ カラ 。（12）メガ ズ。

（13）ハラ タッテ。（14） アイテニ ラ 。（15） ルイツツドキニ。（16）シ 。

和 本 ハマヒトル。（17）細 サイ シマ テ。和 本カタ ケ。（18） カゴニメ

シテ。（19）マタオサラバ。和 本マタシカ シ 。（20）マタ ヒライ ス。 
 
  公子以 多 要賭。 大言 ：「 再 金一 （１） 不然 。」

公子先取定 在以一 細 （２） 不 。公子大 ：「 一 無

便 。」細 付 公子一 勝 得 金 ：「更照前一 （３）。」又勝。 ：「

生平好大不好細 二 。」方 性間（ ） 門外火 慌入報 ：「 （５）

急 可 回去。」公子 ：「我色方 （６） 何 我興。」 後一 又 。二

。家人 火 公子 ：「我明日 間不 夜定 。」 留之不能得。 
（１）ヒトハリ（ は推）。和 本ヒトカタメ。（２）ワ ワ 。（３） 訓は に

当たるため読めず。和 本マ ト リ一 。（ ）シャ ブニカカルトキ。和 本ハ

ラダチ トキ。（５）ツイテ。和 本アト タ ネ。（６）カチガ リテキタニ。和

本サイサキ ル。 
 
  細 作 呆 慌 送別。 ：「人無全勝 先 多 知止

何公子 翻 更出大 （１） 不 避色 （２）。空作 家（３） 不及我 人見 。」

：「 金賭 何 三 大事 空 恨 。」在細 家留 日 再

留之 去。 
（１） 下何公子 翻 、更出中大 上。和 本： 何公子 レ翻、 更出二大 一。（２）

ヤ ス ミル ト 。（３）バ チ レテ。和 本スイ （すいはう、 方）。 
 
  ：公子 束（１）的 先以 送 信 真公子 後 （２） 皆

成。 先 在細 手 起真 然後以 （３）付 之 使 不 三

皆勝 定 誰 之。然 作家 安能 。 ！ 賭博者 生
（ ） 知機 手 賭 真良 彼之一旦 空 。 

 （１）ニ 。和 本ツ リ 。（２） フ シテ。和 本 ロミ。（３）

メサイ。和 本 ラ イ。（ ）傍 ： 。本文は 改 。 
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27．  

（巻二 、 、明 本巻二５ 、和 本 31 、第 14 話） 
  州休 人 大 。 本 在 州買 花三 。 興

苦 民 一向出外 （１）買 載未 家 苦積 本七 店買

花。二人同 一相見 語相同 （２） 意 相 （３） 兄 。

花各買畢 同在 建省城陳四店 房 外。 
 （１）カツ 。和 本ニ ヒ。（２） キャ 。和 本 キ 。（３） ロヤス

。 
 
  日後 興花 者止 小半 得 五 。興見 起不良念

本店隔 身一人 同 ：「我店一客 在南台 船等 待（ ）我

出（１） 上船去 一山 去 （２） 分。」 同 。興 （ ） ：「我

要同一 親 海 買 南 今 未 要待幾日。」 
 （ ） 、待 。本文は 。（ ） 、 。本文は 。 
 （１）出は 記。「 」の下に小さな○あり。（２）カ レ。和 本同じ。 
 

一日 客 午席（１） 興 水城（２） 開 箱 五 在

自 行李 一人 説 去之 。興 ：「行李 拾 定 兄
（ ）人 未（３）能 別。」 家人 ：「相公一時未 我代 上（ ）。」興

主人陳四 陳四 練 人 四 興房 興所 水城 物 。 夫 海口去

南台 船上水口。 
（ ） 兄 、 兄 。本文は 兄 、 に た字。 
（１）ヒル メシ。和 本ヒルハン。（２） 二水城一。和 本： 二

テ水ハシリ城一 。

（３） 二 兄人 未一能 別。和 本： 下 兄人 レ 未上レ能二 別一。（ ）

イヤ ニ サ 。和 本 ト テ。 
 
  及 回 陳四 ：「貴 去 我 上相公。」 開房門 箱 一 痕

：「 （１）。」待開 去 四 又無 跡。陳四入興房細 見水城 開

：「 事不得 今無 （２）。 相公主僕二人 可 四 夫 海 我同一大

更 七八人 一 船 水口。」 陳四往上 船。 
 （１）ヤ ビャ ガミニアフ。和 本ヤ ビャ にあへり。「あへり」は 訓。（２）

ント シヤ アルマイ。和 本スベキヤ シ。 
 
  半午後 船下水 者 問 ：「 一 下 見一 船載二人 行李三 上去

（１）得著 ？」 子（２） ：「 三人行李三 在水口上 去 。」 船 晩 水

口 未見一人 往。少頃間 見二 問 ：「前 三人 行李三 小

見 ？」 ：「 三人入上 去 。」問 ：「那（３）山 （ ） 村？」 ：「無。

一 叫 上 。」陳四 五分 一 引 。時 三 。陳四
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：「我等叫 開門 必逃 。我 人分作 半 一半守前門 一半守後門。天明

必開門 我等一 入 彼不知逃 方可 得。」 ：「説得 。」 
（１）見二一 船載二人 行李三 上去 一。和 本：見下一 船載二二人一 二行李

三 一上去 上。（２）フ 。和 本同じ。（３） 。和 本カ 。（ ） 。和

本ヤマ カニ。 
 
  及 開門 等 入。和 ：「 客 那 的？」陳四 道 。 問：「那

三人 （１）時 。」 ：「 時天色 晩 在那一 房 。説 難 逃難。」

引入 。見 之 作一 七 以 在身

皆 出。三人 下 ：「 我不良 者 我者 我。」 等

不 說 石頭 半死 行李 。三人同 陳四店 。 時往海 未

。 日客 地方 等 止 人 興之 恥 。 
 （１）傍 ： 。「 」の下に小さな○あり。 
 
  後 日 興 ：「 這 苦我往返海 一 今幸原 在 我 不計

。今後 好人。 見 定要 究治。」興 ：「 念 二字。」 ：「

説 正 。我念前日 之情不計 急前去。」興 ：「我 我。」

興 等 去。 叫 等 （１）：「我自 。」 人 ：「這 論

命 難 。今不計 敢 。」 人又 止 興 ：「 心不良 所

今 不足 。 我自推心 五 作盤纏。」興 感 泣

抱頭 去。 
 （１）アレガ カ サレ 。 
 
  ！ 雨 知。客 外者 一見 朝 成 之交

兄 者 人之情 。 之 興 以同 人 又同 之共店 旅者之

然 。何興之 心 同室 之。彼之暗渡 船 自 得計 知

天理 不 卒之 無及 年苦積七 金 一旦失之 未

得之 之 何 。予深 筆之以 心者 者

之 之 者 。 
 
31．  

（巻二 13 、 、明 本巻二 15 、和 本 35 、第 15 話） 
  城中 科 之年 各 子 者極多。不論大小房屋 子 出

以居。東街 先得 穴 世 積 聞 人。止生二子 一

一垂 （ ） 內止一 頭 外 一僕代管家 一小 供役使 不過五 人家口。 高

房 深 外 科 子居 常 。 
 （ ） 、 。本文は 、「 」に た の字。 
 
  七月初 子 。 二家僕 服 楚（１） 来 屋居。 管家引
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房 皆 幽 。二家僕 ：「 屋光明 大 可中公子意。我全 之 不可再

人。敢問 金多少？」 管家 ：「往年 人共 金 常二 今 一家 人少不

五 可。」二家僕 二 以現 付 。一僕出引公子 四 四僕

一小 行李五 皆精好物件。 以土 送家主 又 二三 。 ：

「往年 子送人事 皆淡薄 今這公子 真方家（２）手面。」 
 （１） ンハ （遠方） ヒト。和 本リッパ。（２） ン シカタ。和 本 ヤ

。 
 
  次日命管家排大 席 敬 公子。二子出 公子放 飲 二更方 。 
  又次日公子遣家僕叫 子 回席 一席 二幼主 一席送入內 主母飲。叫

頭 命一小 入 。一小席待 管家者 四僕 之。各飲 二更。公子

：「 的 開 飲。」少頃 味 又不 極 好飲。公子 大

杯 二子 ：「 口 各 三杯。」二子各 飲。小 在內 主母飲

四僕 管家飲。 
  二更 （１） 子去 拾 門 後所 內放 花 性

一家人皆 倒。 公子 家僕 等 住（２） 夜 物 拾作五 。

一鳴 開大門 公然 去 無（３）人知。 
 （１）ダイ ハラフ。和 本 ヤリイ ス。（２） ル。和 本シバリツケ。

（３）傍 ：無。本文は人、 側に 記号「 」。 
 
  次日 午 居 見 門大開 無一人 往 相 入 一家人皆 倒

未 。 ：「 必中 。」急代 解去 方 言 公子 屋

夜 。及 究之 無 影 。 
 
  ：科 屋 科皆然 誰知 大 行 。 不 人 常情。

初 時送 人事 主必設席相待 理固然 。 回席 又 一家 僕皆

意 。 察者 送人事時 難察 一家大小 皆 席相待
（１）之。彼以客回主席 何必 及內外貴賤人 。然 女流之 二子 口 。

管家者 彼能以 之 何得 行 。 
 （１）カンガ スカス。和 本ミ 。 
 
35． 眼  

（巻二 19 、 一 強 、明 本巻二 22 、和 本８オ、第３話） 
  城 一 家 。解戶（１） 常 （２）。一日 元 心

（３） 系（ ）未 夜間又 洗之。 門 一大 （５） 外可 見 。一 買

一大 夜間 往 之。見 元 洗 放 。 在外作叫痛 呼 ：「開

門。」 問 ：「 誰？」 外答 ：「 （６）得 一 之。」

開門 入。 
 （１）トリタテビト。和 本ヤ シ 。（２）イロ ケ。和 本イロ ケル。（３）
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マン カニ。和 本 チ。（ ）タカキ。 田 きの意か。和 本ス 。（５）アワ

メ。和 本スキマ。（６） ス ビ ビト ニ タル ル チ。和 本ワル に

タタカレテ。 
 

作 （ ）（１）行 手 呼痛 頭（２） 視 以一大 在 開 （３）

手望 面一 一元 以逃。 不勝 痛 急 下 元 一

去 。急叫 出門追 不知 那 去 （ ）追過 得 恨 。 
 （ ） 、 林 肉 。（ ） 、 。 
 （１）ツカルル。和 本テアシヤメル ヤ ス。（２）カシラ サ 。和 本カ

ミサバキ。 き。 き 、 らし 。（３）カ ヤ ヒッパッテ。 
 
  ： 痛呼門 及 情果難察 元 物 先 然後開門

可無失 。後人 在身者 皆不可 色人得近傍 。 
 
41． 害 

（巻二 27 、 二 在船 、明 本巻二 30 、和 本 38 オ、第 16 話） 
  章 人 （１）世家子 。力足 習 棒 夜月 二 往後園

一 入 入家 各持 大 出。 面（２） （３） 以 （ ） 順放

地（ ） 急 一下。 復再 又 放之 再 一下 回身 去。 後 （５）

之倒。 呼二 ：「 助。」二 各以大 之（６） 立死 下。時 之 ：

「 四 。」 
 （ ）子 。本文は を子とする。 
 （１）送り チ。 々しい書きぶりで の 書と なる。（２） 訓 リ 。 々

しい書きぶりで の 書と なる。（３）トビカカル。和 本 チ来る。（ ）チニス

ワリテ。（５） レ後
ヒ 。 に送り なし。 々しい書きぶりで の 書と な

る。和 本： レ
リ後 ヒ ツ。（６） シャ ニタタ 、和 本 ロス。 

 
  後思 各勝 （１）兄 ：「 出外買 。」兄 之 ：「 無 思

（２） 恐生 。」 ：「 僕 起 力多 我同去何 ？」兄不能 。

金行 ：「 出外 相機置 （３） 不得 本 （ ）？ 誰人 得我者。」

及 粵 可買者 僕 起 ：「 買 必得 。」 ：「 遠

未 中景 置 安能 身自 。」僕 （５）幾次 皆不見 。知 在

不思 後 任之。主飲 飲 主行 。 
 （１）ダマシテ、和 本同。（２） ニマ ケ、和 本：銭をマ ケルこと（を）。

（３）ヤ ス ミテカヒ 。（ ） ト ンシヤ ヤ。和 本： に本を ンス

ル 。（５）ススメル ト。和 本： 訓まふすこと。 
 
  不半年 本去三分之二 。起復 ：「不 無盤纏（ ）。」 ：「本 少 要（１）

置 可 遠回人事相送（２）者。」又 月 州 起又 。 ：「買何物
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好？」起 ：「筆 上（ ）好。」 ：「不在行 不 （３） 恐受人 。 更買

物 母 及我 者 本 省 多口。」起 ：「 、 好。」 ：「

無多本（ ） 不 這 客（５）。不 買 筆 。 （６）。」起 ：「 好。」 （７）

買 小箱。 ：「 又 便 。」 
 （ ）纏。本文は 呆 。（ ）土、 大 。本文は土。 
 （１） 訓 トメ トメテ。本文は要要。（２）チガツ カ キ ハ ケ。和

本ミヤ 。（３）アル ト ロ メキキ シラズ。和 本：フカ シャミ

ワケル トガ ラ 。（ ）カネス 。和 本 ト ガ イ。（５） タビ ヒ

ト 。和 本カヤ アキンド。（６）傍 ： 。「 」の下に小さな○あり。（７）

ハシリ。 
 
  及 江 船 公見 主（１） 家人 何行李 小箱。及 入船

中 箱中鎮 想必 以言動問 ：「客 （２） 何 ？ 不多買 物。」

以本少 恐客 見 （３）言：「 家兄 任在 任中 未買得 。」

公 ：「原 大 （ ）。」又見家人 敬 呼主 相公 使 皆大手面（５） 不

一 以 信 真 船中人皆敬 之。 
 （１）カネ アル 。（２） マ サマガタ、和 本 キャ サマガタ。（３）タハ

ゴトニ、和 本イツハリ。（ ）タイカ、和 本 レキレキ。（５） ニツカフ、

和 本オ 。 
 
  及 都 起船。 公 留 大 ：「船中客 多 未能伸敬。今 一杯

敬 大 。」 上 多買 。夜間 飲 。 心放飲。 公

又苦 家人（１） 。 起心知 非好意 初 推不飲 後難 飲 杯 推 去

。 公 飲 真 不 事。 
（１）ケライニ。 

 
  起 起 公 ：「 非真 今 近家 心中 不下耳。 相

公 色之 大相公在任中 幾 在 上 都 得幾 筆、

幾面 子 作人事耳。明日太 必 我不能 。世 人 見

又好 口 。我 開 箱 中那 。」 取 匙開 箱 筆

無 。起取 面 送 公 ：「一 多 照 （１） 各送一 。」

公 ：「主物不可 送人。」起 ：「 一半去 理不得。 家後 那 得 。」復

住箱 公去 。起一夜 。 
 （１） ワニ ッタ。和 本：多く ハを る 。 
 
  次日上 ：「難得 公 好意 再 一 。」 
  及 家 起 ：「可 過 失。」 過 ：「更失 面。」起 ：「 這

面 我 頭 主人 未知 ？」 ：「 何 言。」起 船中 飲事 一

一 之 ：「彼非 別之人 何 更費 ？」 ：「 。
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非 知事 二命耳。」一家人聞之皆喜 起。 
 
  ： 本 之子 以 性 快 以 口 高 那知世 之 。 非 起心明

以二命付魚腹耳。 遠行者 主 得一 家人 大 。 旅以 僕

以得 僕 人 旅之義大 ！ 
 

43． 起  

（巻二 31 、 二 在船 、明 本 二 35 、和 本 41 、第 17 話） 
  建城 客船 腳夫 集 代 入城。 成客 必 夫

待船 上 都 定 然後分作幾 叫幾 腳夫 自相識 入城 急

人 行 後 方 無失。 家 腳夫不管物件 上 及急 夫

去 多 物在船中未 。 
  一田（ ） 出外作 年 得束金四 物件

共作 大 。 過建城 入 鄉親 命一腳夫 先行。田 家 後緩

之。腳夫見 一 （１）一 （２）入城門 人 更 行 入曲

逃 。田 後 叫止 那能止得。入城曲 多 何 可 。 
 （ ） 田 。本文は 。 
 （１）シッカリトア ミ。和 本：一歩、一歩より （ 訓きびしく）。（２） ア

シニア 。和 本： 訓つき（入る）。 
 
  次日往 之。 精明 以腳夫 物 腳夫查之。 叫二差人

：「 定這田相公 今午後穿 長 在船中行李 必 腳夫 二人 後

家 。」再 田 ：「 今再 行李一 在 外 船 照前日

時 叫腳夫 。 穿 長 去 差人 。 在傍 意緩行 任 腳夫

去 必能 得前腳夫 。」 
  未 意 日下午 行李 外 船 見 差人在傍 各相 得

叫腳夫 行李 後緩 腳夫 果然 。二公差 家 住 ：「 叫 。」

腳夫 三不知 得 往。 ：「 何 行李？」 三 ：「

我家 便 送 。」 止 五板 田 方 。 三 ：「今日 （１）

。這相公 日 腳夫 一 限 日 代 究 不出 定 。」

三 ：「 下 夫 日 一 （２） 日不 我 。」 ：「 究 日的。」 
 （１） ルス。和 本： 訓 ルス。（２） ミ。和 本ヒト ミ 
 
  三 日 不能得。第三日公差 半 見一腳夫 五 三

買魚肉等 家。 三再 ：「 不得 今 五 多買魚肉 事

可 。」 立差四人 同田 、 三 往 五家 一間小房 果見 。

五供 ：「 物現在 前五日未敢出門 今日止 三 買物作 。
（１） 。」 二 板 ：「 二腳夫 客 各 （２）。 三 出

五 以 再 板 放 以 後日。 念 五 漢 不 放（３）。」

167



再叫田 具 原物 去。不 日 得真 正 非 治 安能 。 
（１）ブッタ リ。和 本カスメトル。（２）ド ルイ。（３） ラズカ シテ。

和 本ミ トリカ シオイハ チ。 
 
  ：腳夫 物 之 出行最 。 之 得 不

力者 全在以腳夫查腳夫一著 所 以 攻 。又 刺

意 。 夫者 可以 者 可以 。 
 
44．偽 使 

（巻二 34 、 三 詩 、明 本巻二 38 、和 本オ１、第１話） 
  、字伯 又字子 。南京 （ ） 人 。中 治 午南京解元。 事

之後 放 不 流留花 （１）。 詩文 極工。 文徴明、 等 皆極一

時之 流 。日 平 家 滑 随口成文。 
 （ ） 、 趋 、趋 字。本文は 。 
 （１） ラ 。和 本イロトサケ。 
 
  一 携 一 。伯 筆 （１） 題詩 上 ：「不
（２）不 （３） 海味之中少 。 （ ）呼 呼呼不出 待人来 。」 皆大笑。 

（ ） 。本文は 。 
 （１） 訓：○ミ 。和 本： 訓 ラガイ。（２） 訓：○カ ミ。和 本： 訓

オ カニ。（３） 訓：○マテ。和 本：ハマ リ。 
 
  一日出 見 前 一和 。 人 ：「可 和 作詩一首。」伯 知和

筆題 上 ：「 差去採茶 不要文 要 裏 来三 板 方

盤 出大西 。」知 送客出来 見之 問 何人所作。 以伯 。 将和 之。

口 大 。 
一日 等 携 。日 者飲 色 及一月

。 ：「黄金 作何計 。」伯 ：「無 。 今 使者 巨 。

我和 二人 可 （１）女 道士以化之。」 
（１）マネ シテ。和 本： 訓カリニイ タチ。 

 
  二人 道士 使者 。二人 下 ：「女 道士 見。」 使者大

：「 不聞 史 風 （１） 。 何道者 敢 無状。」 之。二人徐 ：「明

公以小道（２） 方 食者 。小道 天下 所交者 皆極海 流。 伯

、文徴明、 無不 小道 節 。 詩 歌 口 成。明公 不信

願 薄 明公所命。」 
 （１）キビシイハット 。和 本イ イ キビシキ。（２）ワタ シド 。和 本ワ

タ シ。 
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  使者 指 下石 題 命二人 詩一首。伯 ：「 石 。」

：「 今定幾年。」 ：「 作毛 雨長。」 ：「 （ ） 穿 任風 。」

：「 来不食 草。」 ：「自古難 上田。」 ：「 殺 不起。」

：「 陽 。」 
 （ ） 勝 、 。本文は 勝 。 
 
  使者（１） 畢 色問 ：「詩 。 何 。」二人 ：「頃者女 。

聞明公 好施。願 金修葺 以成勝事 不 。」 使者大 興二

可給 五 之。 
 （１）傍 ：者。「使」の下に小さな○あり。 
 
  二人見 使者 夜（ ） 興。 道士説 節行状 興二 ：「今

使者 修葺女 。 。可 之。不可 緩。」 興二 果 之。

二人得 大 ：「不 丈深 計 安得 下 。」復往 交

者家 呼 飲 所 。不 日 五 之金 費 。 
 （ ） 夜連夜 。 
 
  後 使者 興 束 往女 見 。 興二 之。二

：「日前 伯 来 極 明公 興 。小知 之 。」

使者 然 知 二人所 。 不究。 
 
  ： 伯 ・ 皆海 一時 家 。 以不得 時 色 青

中 無不聞 。然非口 高 何以能 動使院（１）。 之 可 之

。 計 今 進 者 思 民 以 私 以肥身家。 所以

民者何 。 一旦 、 所 可 者一 。 知 不究 可

之心者 。 
 （１）ヤ ニン。和 本ヤ シ 。 
 
45． 計  

（巻二 36 、 三 詩 、明 本巻二 41 、和 本５オ、第２話） 
  金 陳全者 巨 。 人風流 滑 見一物 能 成口 。

本地院 往 一 最得意 夏間 初出 院 二片 放 （１）門限

一人慌 叫全 ：「 （２） 得 病 要 一相見 方 目。」全

慌 進門 腳 （３） 倒。 大笑 ：「陳 人快 一口 不得 。」全

答 ：「陳全 得 院子安排定。 （ ） 幾 我的命。」 然 飲

。 
（ ） 、這 ニ意リ ン ア リ、 ハ シ 毛 必 ト

ト ルベシ、『金瓶梅』 毛 必 、陰門 。 リ ンは両 の意か 
（１） イテ。和 本： 訓 キ。（２） アネ。和 本アネキ。（３）スベリ。和
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本 訓フン 。 
 
  又一日 見新 一船 ：「 作一口 。」全 答 ：「新

船 一 初 採紅蓮。 今 作渡頭船 往 。 上渡 無
（１）在一 。上 下 未 隔 君又 。」 皆 然 服。 口 。 

（１）ステテ。 
 
  彼時 江 州 一 花不 姿 詩 無不通 。 身 （１）

高 不 俗往 交 。 一夜 費 （２） 七 方得。 
（１）ア ダイ。和 本ア ン。（２）傍 ： 。「費」の下に小さな○あり。 

 
全聞之 之。 家 運船 彼 二三家 先往。

花不 家 家人 箱一 下面 石 上面一 真

一 。入花不 房 面開箱 取 家 役 不 金

不 役 大 喜 以 大 主 所得必不 。不 問 ：「客 貴 （１）？」

全 ：「金 。」又問 ：「高 ？」答 ：「 。」又問 ：「 ？」答 ：「子 。」

不 席相 子 不去 在彼家。 
（１） ニ、和 本 ト ロ。 

 
  過 日 又一家人 報 ：「 船 。」子 ：「 放船內 箱

進 家 。」 者三四次 箱 五 在不 房 。子 見不 ：

「 這 不好。我 大 船 我去取 。」 
  近月 子 心 足。 一家人 報 ：「 船 。」子 不 言 ：「

船不 前船 落 我自去一 取大 。 箱 安 （１）

在 房 照管。我午後方能進 叫 家下一人 頭口一 同我去。」不

一人 （２）一 子 同去。 
 （１） 。和 本 ラベ キ。（２） サ マ。和 本 マ。 
 
  行 半 子 慌 言 ：「我 匙一 安放在 房 一時起身 未及

要去取 。」 人 回取。子 ：「 止。要我 親手字（ ）去（１） 方 （２）

匙交付 （３） 不然 取不 （ ）。」子 下 入 店 一口 ：「 州

花不 著金台 子 。著 人（ ） （５） 今別後 那得明 。」 識

那人回。不 開 視之 知 開 箱一 石。子 家人買

一 上 回京。後不 細 知 南京陳全 然 無 之何 。 
 （ ）親子字、 手 。本文は親子字。（ ）人、 又 。本文は人。 
 （１）ワガ ヒツ カキツケ ッテ キ。和 本 ヒツ カキツケ。（２）シャ

チシテ。（３）アタ ン。（ ）ワタスマイ。和 本エトッテ マイ。「エ」は不可能の

意を表している。（５） エテ。和 本ツケ。 
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  ： 家 人 者 家 者 身 未 人 者。 花不 高 身

選 人 難計算。 知 陳全之 又 出 者 。 人

無及 。 陳全之不 足供 行 院之一笑 。 
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